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山
口
大
学
か
ら
の
報
告

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
招
へ
い

先
端
情
報
処
理
技
術
の
学
習
と
体
験

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
「
国
際
青
少

年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
（
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
」
の
支
援
を
受
け
、
山
口
大
学
は
今
年

３
月
５
日
〜
11
日
の
７
日
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
立
マ

レ
ー
シ
ア
プ
ト
ラ
大
学
（
Ｕ
Ｐ
Ｍ
）
の
学
生
２
名
と

教
員
１
名
を
招
へ
い
し
、
科
学
技
術
体
験
コ
ー
ス
の

交
流
活
動
事
業
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
に

よ
る
先
端
情
報
処
理
技
術
に
関
す
る
学
習
と
体
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
我
が
国
が
有
す
る
衛
星
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
Ａ
Ｉ
技
術
を
体
験
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
日
本
の
研
究
者

や
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
科
学
技
術
分
野
で
の
継

続
的
な
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

山
口
大
学
と
Ｕ
Ｐ
Ｍ
は
２
０
１
８
年
度
に
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
多
く
の
学
生
が
山
口
大
学
へ
の
留
学
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
が
、
当
時
は
交
流
協
定
が
存
在
し
な
か

っ
た
た
め
留
学
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
実
感
し
、

こ
の
活
動
が
交
流
を
拡
大
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
２
０
２
０
年
３

月
に
部
局
間
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
交
流
を
さ
ら
に
大
学
全
体
に
広
げ
る
た
め
、
今

回
の
活
動
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

山
口
大
学
に
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
教
育
研
究
を
専
門

と
す
る
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科
工
学
系
学
域
知
能

情
報
工
学
分
野
や
情
報
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
セ
ン
タ

ー
が
存
在
し
、
ま
た
宇
宙
利
用
技
術
の
教
育
研
究
を

専
門
と
す
る
応
用
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
究

セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
口
県
内
に
は

山
口
大
学
が
運
用
す
る
電
波
望
遠
鏡
を
含
む
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
山
口
衛
星
通
信
所
や
、
山
口
大
学
と
の
協
力
関
係

を
持
つ
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
西
日
本
衛
星
防
災
利
用
研
究
セ
ン

タ
ー
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
リ
ソ
ー
ス
を
有
効

に
活
用
し
、
我
が
国
が
有
す
る
先
端
技
術
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
興
味
や
関
心
を
喚
起
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
福
岡
空
港
に
到
着
後
、
宿
泊
先
へ
移

動
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
た
後
、
山
口
市
へ
移
動
し
、
山
口
大
学
の
本
部

が
あ
る
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
情
報
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長
で
あ

る
筆
者
は
、
山
口
大
学
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
連
し
た
教

育
と
研
究
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

３
日
目
は
午
前
中
に
応
用
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。
午
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
佐
村
俊
和
准
教
授

か
ら
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
西
日
本
衛
星
防

災
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
陸
域
観

測
技
術
衛
星
２
号
「
だ
い
ち
２
号
」
（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

－

２
）
の
大
型
模
型
や
観
測
デ
ー
タ
の
展
示
は
、
衛
星

画
像
処
理
を
学
ぶ
学
生
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

夕
方
に
は
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
自
由
な
議
論
が
行
わ
れ
、
相
互
の
理

解
と
今
後
へ
の
期
待
が
明
確
に
表
れ
ま
し
た
。

４
〜
５
日
目
は
、
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科
工
学

系
学
域
知
能
情
報
工
学
分
野
の
ア
ヌ
ア
ル
助
教
か
ら
、

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
解
析

に
関
す
る
講
義
と
実
際
の
デ
ー
タ
解
析
の
実
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
自
身
で
考
え
な
が
ら
試
行

錯
誤
し
、
熱
心
に
演
習
に
取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

５
日
目
の
午
後
に
は
、
研
究
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
で
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｍ
の
学
生
２
名

と
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科
電
気
電
子
情
報
系
専
攻

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
361
回

＝
特
別
連
載
＝

山口	真悟
（山口大学
大学院創成科学研究科
　　　　　　　　教授）
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の
学
生
４
名
が
研
究
発
表
を
行
い
、
活
発
な
議
論
や

質
疑
応
答
を
通
じ
て
、
学
術
的
な
交
流
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
お
互
い
の
友
情
も
深
ま
り
ま
し
た
。

６
日
目
に
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
山
口
衛
星
通
信
所
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
た
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
巨

大
さ
と
多
様
性
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア

ン
テ
ナ
が
持
つ
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
７
日
目
に
は
福
岡
空
港
へ
移
動
し
、

帰
国
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

招
へ
い
さ
れ
た
参
加
者
た
ち
は
、
実
際
に
日
本
の

文
化
や
先
端
技
術
を
自
分
の
目
で
見
た
り
触
れ
た
り

す
る
こ
と
で
、
関
心
が
一
層
高
ま
り
、
再
び
来
日
し

た
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
率
教
員
は
山
口

大
学
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
な
ど
の
研
究
機
関
の
充
実
し
た
研

究
教
育
体
制
や
設
備
を
高
く
評
価
し
、
今
後
も
教
育

研
究
交
流
を
一
層
進
展
さ
せ
た
い
と
の
意
向
を
表
明

し
て
い
ま
す
。

■
後
日
談
、
学
生
へ
の
教
育
効
果

当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
、
ビ
ー
シ
ュ
マ
さ
ん

は
当
時
博
士
前
期
課
程
の
学
生
で
し
た
が
、
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ら

に
研
究
を
続
け
た
い
と
い
う
意
欲
が
確
固
と
な
り
、

博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
山
口
大

学
へ
の
留
学
と
は
な
ら
ず
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｕ
Ｐ
Ｍ
と
の
連
携
を
通
じ
て
研
究
指
導
に
あ
た
る
所

存
で
す
。

も
う
一
人
の
参
加
者
で
あ
る
モ
ル
テ
ッ
ツ
ァ
さ
ん

は
博
士
後
期
課
程
の
学
生
で
す
。
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
研
究
交
流
会
で
発
表
し
た
研
究
成
果
を
更
に
磨
き

上
げ
、
帰
国
後
に
共
著
の
解
説
論
文
と
し
て
ま
と
め

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
論
文
は
年
度
内
に
発
刊
さ
れ
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
当
研
究
室
の
ア
ヌ
ア
ル
助
教
が
執
筆
中
の

原
稿
が
、
こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
最
中
に
Ｕ
Ｐ

Ｍ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
「
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
２
０

２
３
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
と
な
り
ま
す
が
、
交
流
を
よ
り
深
め
る
計
画
で
す
。

さ
ら
に
、
山
口
大
学
の
学
生
た
ち
は
Ｕ
Ｐ
Ｍ
の
学

生
と
の
研
究
交
流
を
通
じ
て
大
い
に
刺
激
を
受
け
、

国
際
的
な
感
覚
を
養
う

良
い
機
会
と
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
点
か
ら
、
当
該
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
双
方
の
大

学
に
と
っ
て
非
常
に
意

義
の
あ
る
活
動
で
あ
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
度
、
さ

く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た

継
続
的
な
交
流
実
績
が

評
価
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

マ
レ
ー
シ
ア
が
本
学
の

重
点
拠
点
国
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
は
、
関
係
者

と
し
て
大
変
喜
ば
し
い

出
来
事
で
す
。
今
年
の

４
月
に
は
マ
レ
ー
シ
ア

出
身
の
学
生
が
博
士
後

期
課
程
に
入
学
し
、
早

速
手
厚
い
支
援
を
受
け

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
経
験
や
重
点
大

学
拠
点
事
業
の
支
援
を

足
が
か
り
と
し
、
マ
レ

ー
シ
ア
と
の
研
究
交
流

を
さ
ら
に
活
性
化
し
、

そ
の
交
流
を
大
学
全
体
、

そ
し
て
日
本
全
体
へ
広

げ
て
い
く
こ
と
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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KDDI山口衛星通信所の見学（右端は著者の山口氏） 研究交流会




